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６月１３日(月)より，毎週月曜日と水曜日の朝，あいさつ運

動をおこなっています。児童会執行部の提案で，今年度は，縦

割り班で一年生から六年生まで全校であいさつ運動に取り組ん

でいます。

朝登校してから８時１０分くらいまで児童玄関で，元気に｢お

はようございます｣と声かけをしています。最初は，声をかける

方もかけられる方も何となく照れくさいようですが，慣れてく

れば自然に声が出てきます。これを機会に改めて，「あいさつ」の効果やあいさつをした

りされたりするとどんな気持ちになるかを考えて続けていきたいと思います。学校で家庭

でそして地域で元気に心のこもったあいさつができるようになってほしいです。

授業参観・学年懇談会！ありがとうございました。
６月１５日(水)１６日(木)１７日(金)には，授業参観及び学年懇談会が

行われました。４月の担任の先生との出会いから数カ月が経ちました。担任は子供たちの

様子を理解し，子供たちは担任のやり方を理解し，それぞれの学級の雰囲気を作り上げて

います。担任一人で授業をすることが多いのですが，最近では，Ｔ・Ｔ(ﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ)と

いって複数の教師で授業をする形態も徐々に増えてきました。きめ細かな指導加配教員，

特別支援教育支援員，教育支援ボランティア(大学生)などの先生方が加わります。個人差

に対応したり，専門性を活かしたりするために，これからＴ・Ｔは増えていくと思います。

※来校時に名札をつけてくださる保護者の皆さまが多く，とてもうれしいです。

「自分の命は自分で守る」！！～引き渡し訓練・防犯訓練～
教科学習以外の指導内容の一つに安全教育があります。安全教育には，生活安全・交通

安全・防災安全の三つがあり，年間を通して指導しています。

６月６日(月)に引き渡し訓練がありまし ６月２７日(月)には，防犯訓練がありました。

た。東日本大震災の経験から，防災計画の 南甲府警察署の方から，不審者に声をかけら

見直しがされました。震度５弱の揺れがあ れた時にどんな行動をとるべきか教えてもら

った場合は，学校で子供たちを預かり，引 いました。自分の命を

き取りに来てもらうことになっています。 守る手段として「防犯

保護者の皆さんに引き渡すまでは，避難所 ブザー」を携帯するこ

になっている学校で過ごしている方が安全 とになっています。防

であるという考えからです。いざという時 犯ブザーがしっかり作

の行動を家族で決めておいていただきたい 動するかどうか御家庭

と思います。 で確認をお願いします。

校 訓 「善行・勤勉・体育」

学校教育目標

○ 思いやる心をもつ子

○ よく考え工夫する子

○ 元気でたくましい子



福祉集会・・・「パラリンピアンとの交流教室」
６月２９日(水)に，福祉集会を行いました。ブラインドサッカー日本代表である「葭原

滋男(よしはらしげお)さん」をお招きしました。葭原さんは，１０歳の時に病気で視力を

失い，天井の明かりが少しわかる程度で普通の人の２００分の１しか見えなくなってしま

ったそうです。それから，そのハンディキャップを乗り越えるために取り組んだ中の一つ

がスポーツであり，スポーツに取り組むことにより自分の考え方も変わっていき自分に自

信が持てるようになったそうです。

最初にＤⅤＤを見ながら，葭原さんにスポーツを通して学んだことなどのお話をしてい

ただきました。「夢に向かってチャレンジすること」「最後まであきらめないこと」「仲間

と協力することのすばらしさ」・・・子供たちは真剣な表情で聴き入っていました。その

後，実際に学年ごとにブラインドサッカーを全員が体験しました。子供たちのそばで話し

ている葭原さんは，とても自然体で，目が不自由であることを忘れてしまうほどでした。

～～～～～～子供たちのお礼の手紙から～～～～～～
ブラインドサッカーは，と ブラインドサッカーを教えてくれてありがとうございま

てもこわかったけれど，みん した。私は，最初アイマスクをしてボールをけることがこ

なと協力することが大切だと わくてできませんでした。でも葭原さんが教えてくれたり

感じました。私も最後まであ 友だちが「私もこわかったよ」と気持ちを伝えてくれたり

きらめません。ブラインドサ したので最後にはきょうふ(恐怖)がとれました。そして葭

ッカーをこれからもがんばっ 原さんがたくさん努力していることに気づきました。目が

てください。応援しています。不自由でも努力すれば他の人をこえられたり生活にも役立

つことがあったりするのを知りました。葭原さんは「目が

ブラインドサッカーなど貴 見えないと他の人が声をかけてくれないのが一番つらいよ」

重な体験をさせてくださりあ と教えてくれました。だから私は，目が不自由な人や困っ

りがとうございました。失敗 ている人を助けようと思いました。本当にありがとうござ

してもあきらめずがんばれば いました。

いつかはできるようになると

思いました。だから，私はこ 葭原さんのスポーツをやろうという勇気や最後まであき

れから失敗をおそれず，何で らめない気持ちはすごいと思いました。私は，バレーボー

もちょうせん(挑戦)してみよ ルをやっているので葭原さんのあきらめない気持ちを見習

うと思いました。 いたいです。
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☆葭原さんの言葉

できない時には，

工夫してみよう




